











ータがそろっているのは 10 名である（男性 9 名、女性 1 名。脳梗塞 8 名、脳出血 4 名。





 WAB 失検査の結果を整理し、RCPM と各言語モダリティーとの相関を求めた。統計ソ
フト JMP ver10.1 を使用した。  
【結果】対象者の失語症重症度は AQ21.5～88.9 と大きな幅があった．表 1 に協力者 10
名の WAB 検査結果から算出された失語指数（以下，AQ）と言語くん使用頻度の関係を示
す。ピアソンの相関係数は 0.7 以上と高い相関を示したが有意ではなかった．表 2 には介
護者の主観的な失語症重症度の変化と言語くんの使用頻度との関係を示す．話す能力の改
善，聞く能力の改善ともに言語くんの使用頻度と正の相関を示したが，特に聞く能力の改
善は言語くんの使用頻度と有意な相関を示した．   
【考察】慢性期失語症患者に対する言語訓練は効果が限定的といわれているが，先行研究
は言語聴覚士との 1 対 1 訓練の効果検証が主であり，在宅での訓練効果の報告は極めて少
ない．今回の研究は失語症者自身の在宅訓練効果を示した点，および失語症の重症度を
WAB による客観的評価と介護者による主観的評価で比較検討した点で意義がある．  
今年 12 月前橋で開催予定の群馬県医学会で発表予定  
表 1 AQ 変化と言語くん使用頻度  表 2 介護者の主観的失語症重症度評価と
言語くん使用頻度  
